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エディンバラ遠征 スコットランドのエディンバラで開催された学会に参加した奥村研のメンバーに、海外での体験を語ってもらいました！

今回、スコットランドのエディンバラで口頭発表を
行ってきました。英語での発表や質疑応答は緊張し
ましたが、無事に終えることができました。海外の
方々とも積極的に交流ができて楽しかったです！
様々な研究や文化に触れることができて、とても貴
重な経験となりました。国際学会に参加して良かった
なと感じています。

執筆：中岡友伸

今回スコットランドのエディンバラで初めて学会発
表を行ってきました。原稿作成や発表スライドなど、
英語ですべて準備するのに苦労しました。実際は比
較的緊張せずに発表できましたが、質問に答えられ
なかったことが唯一の悔いです。
海外の方との交流や発表を聞くことができ、自身に
とっても良い刺激になり、貴重な経験になりました。

 執筆：大岩根健吾

今回は、スコットランドのエディンバラで国際学会に
参加しました。初めての学会（口頭発表）で少し緊張
しましたが、無事終える事ができました。

5日間の生活を通して、英語の難しさ、異文化交流
の楽しさを学ぶ事ができました。伝えたい事が伝えら
れないストレスを感じる事が多かったので、日常的に
英語を話す習慣があるとより楽しめると思います！

執筆：河本大志

今回、奥村研５名でスコットランドのエディンバラに
て学会の参加をしてきました！自分はポスター発表
を行ってきました。ポスター発表では、軽いコミュニ
ケーションから研究の深堀等を話しました。
英語でのコミュニケーションの難しさを感じながらも
新しい視点からの意見を頂くなど貴重な経験ができ、
とても良かったです。

執筆：内田宗希

エディンバラでの食事♪エディンバラ観光！



見本市に出展しました！

スポットShare♪

私のお勧めスポットは八女市にある星野村です。ここ
は、標高の高い場所で人工の光も少ないため、福岡で
最も星がきれいに見える名所となっています。星の文化
館ではプラネタリウムを楽しんだり、天体望遠鏡で星を
観察したりすることができます。さらに、ここでは宿泊も
可能で、屋上で何時間でも星を眺めることができます。
夜は静かで、星空をじっくりと堪能できる、特別なひとと
きを過ごせる場所です。ぜひ、一度訪れて体験してみ
てください。   執筆：本庄未知(奥村研)

広報係の大岸です。

編集後記
皆さんにおすすめの場所(観光地・レストランなど)を紹介していただきます！ 広報係の加藤です。

今回の背景画像は河本さんが撮影した、
ドーハ・ハマド国際空港の写真です。美術
館のような美しさがあり素敵ですね！提供あ
りがとうございます！

4年生の皆さま、中間発表お疲れさまでした。
後期からは3年生がCPSの一員として活動し
ていくことになります。楽しみですね♪

撮影：河本大志

約5年間の研究室在籍の中で、初の展示会参加でした。修士課程時代はコロナ真っ只中であっ
たのを振り返ると、コロナがなければこんな経験沢山できたのかなあと思いながら展示会の出展
ブースで展示物の説明をしていました（笑）
展示会では普段の学会とは違い、よりかみ砕いたニュアンスで企業の方、報道の方や投資家の
方におもしろさが伝わるように説明する必要があり普段とは違った視点で研究を見つめることがで
きる良い機会だと感じました。皆さんもぜひ参加できる機会があれば参加してください！

江口大雅(福田研)

自分自身このような大きな展示会に参加すること自体が初めての経験だったのですが、展示内容
の計画段階から発表まで一つのプロジェクトの初めから終わりまで携わらせて頂き大変貴重な経
験が出来たと感じています。今回のプロジェクトを通して計画の重要性はもちろん、その内容を
日々共有し、細かなコミュニケーションを取ることがこんなにも頻繁に行われていることを知り驚きま
した。この経験を活かして、チームで何かを成し遂げる際はどんなに些細な内容でもチームメン
バーに共有し細部まで共通認識を持てるように心がけたいです。

江口雄大(福田研)

イノベーションジャパンへの参加は自身にとって大変貴重な機会となりました。準備に苦労しまし
たが、本番では多くの大学や企業の関係者の方々に興味を持っていただき、会話を重ねる中で自
身の知見を広げることが出来ました。2日間説明を行うことは中々にハードですがその中で説明の
仕方、デモの見せ方一つにこだわる経験などはきっと社会に出てからも重要な要素であると感じま
した。そうして疲れた後に大人達と飲むビールの味は格別でした。実りある東京遠征になって良
かったです。参加された皆様お疲れ様でした。

江崎裕太(福田研)
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